
- 1 - 

開議 午前１０時００分 

────────────────────────────────────────────────────── 

○江川委員長 ただいまより、経済建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の会議に、あべ委員から欠席する旨の届出があります。 

 それでは、会議を進めてまいります。 

 初めに、１、令和８年第３回定例会提出議案についてを議題といたします。認定第１号、認定第

３号、認定第９号、認定第１０号、議案第１号、報告第４号及び報告第６号の以上７件につきまし

て、理事者から説明願います。 

○浅利経済部長 認定第１号、令和７年度旭川市一般会計決算のうち、経済部所管分につきまして

御説明を申し上げたいと思います。 

 まず最初に、資料はございませんが、経済部全体の決算について申し上げますと、歳入では、予

算現額６２億７千２８３万４千円に対しまして、収入済額が５７億８千４７７万４千１８４円とな

っており、収入率は９２．２％となってございます。 

 続いて支出でございますが、５款の労働費と７款の商工費を合わせまして、予算現額７１億４千

９７１万６千８６０円に対しまして、支出済額が６４億９千３３０万２千７６７円、執行率は９０．

８％となっておりまして、翌年度繰越額が６千９２９万５千円となってございます。 

 続きまして、主な事業につきまして、主要施策の成果報告書に基づきまして御説明を申し上げた

いと思います。 

 令和７年度主要施策の成果報告書を御覧ください。 

 まず初めに、２３ページになります。デザイン推進事業費３千８９８万５千円でございます。チ

ーフデザインプロデューサーを配置し、その知見を生かして各種事業の企画運営を担っていただい

たほか、デザインシステムの展開を通じた市のデザイン活用力の向上を図ってきたところでござい

ます。また、北彩都ガーデンにおいて、朝の交流拠点の形成と地域の食の魅力発信、活性化を目的

とした「あさいち」を開催いたしました。あわせまして、市民参加型のデザインイベントでありま

すあさひかわデザインウィーク及びまちなかキャンパスへの支援を行ったところでございます。 

 続いて次のページ、２４ページになります。ユネスコ創造都市ネットワーク連携費６３９万７千

円でございます。令和６年４月から雇用しております外国語対応職員に引き続き御協力をいただい

ているほか、フランスのサンテティエンヌ市で開催されたサブネットワーク会議をはじめ、国内外

で開催されたユネスコ創造都市ネットワークに関する会議に参加しまして、国内外の都市との連携

を深めてきたところでございます。 

 続いて飛びますが、３５ページを御覧ください。大阪関西万博共創パートナー事業費９９４万２

千円でございます。大阪・関西万博において開催されました地方創生ＳＤＧｓフェスにおきまして、

デザインシステムを活用した展示とワークショップを開催いたしました。また、あさひかわデザイ

ンウィーク２０２５において、ものづくり産地を巡るフィールドツアーやトークセッションを開催

し、日本有数の家具産地、木材産業の集積地である本市の魅力を国内外に発信してまいりました。 

 続いて次のページ、３６ページになります。第２８回全国菓子大博覧会・北海道開催負担金２千

万円であります。令和７年５月３０日から６月１５日まで１７日間にわたって開催されましたあさ

ひかわ菓子博２０２５について、開催に係る経費の一部を支援するとともに、事務局や当日の運営
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において、職員を配置するなど、菓子博の円滑な運営に向けてサポートをしてきたところでござい

ます。 

 続いて次のページ、３７ページになります。企業誘致地域活力創生費１千３９９万７千円でござ

います。経済界や旭川大雪圏東京事務所等と連携をしまして、企業折衝、情報収集、ＰＲ活動を展

開し、４社の企業誘致につなげたところでございます。あわせて、次期産業用地造成の検討に向け、

適地選定調査を行ったものでございます。 

 続きまして次のページ、３８ページになります。ＢＣＰ連携推進費５１万７千円でございます。

この事業は、令和６年度のＢＣＰ連携のまち・あさひかわの表明を経て創設した新規事業でござい

ます。北洋銀行ものづくりサステナフェア２０２５への出展を行い、地震等の災害が少なく、安全、

安心である本市の立地上の優位性をＰＲするとともに、次年度以降の取組に向け、全国的なＢＣＰ

の策定状況や企業意識について情報収集を行いました。このほか、経済産業団体、金融機関、高等

教育機関、産業支援機関等で構成する旭川市ＢＣＰ連携推進連絡会議を開催し、今後の取組につい

て議論をするとともに、連携の在り方を確認したところでございます。 

 続きまして飛びますが、５５ページになります。スタートアップ伴走支援費１千９９０万６千円

でございます。一般財団法人旭川産業創造プラザと連携し、起業、創業の支援を行ったほか、創業

後３年以内の事業者の新商品開発や販路開拓を支援する旭川市スタートアップ支援補助金を引き続

き実施をしたところでございます。また、新たに企業版ふるさと納税を活用した高校生や大学生を

対象とした企業体験等プログラム等を実施しまして、地域における起業への機運醸成に取り組んだ

ところでございます。 

 続きまして、認定第３号、令和７年度旭川市動物園事業特別会計決算につきまして御説明を申し

上げます。 

 歳入歳出決算事項別明細書１６２ページを御覧ください。歳入の合計につきましては、収入済額

２２億１千３０９万７千４７３円で、収入率８４．４％となっております。このうち入園料につき

ましては、２ページ戻りまして１６０ページを御覧ください。１款１項１目入園料、収入済額は９

億３千４０６万９千円で、収入率が９９．７％となってございます。また、寄附金につきましては、

５款１項１目寄附金で収入済額４億３千１３７万３千２２４円、収入率は６１．９％となってござ

います。 

 次に、１６４ページを御覧ください。歳出について御説明申し上げます。歳出合計につきまして

は、先ほど御説明した歳入合計と同額となってございます。このうち主な事業について申し上げま

すと、１款１項１目総務管理費の施設管理費は１１億４千８６８万７４４円、施設整備費は４億８

千９８万７千３１１円となってございます。 

 この施設整備費の内容でございますが、資料は戻りまして、主要施策の成果報告書を御覧くださ

い。５１ページとなります。環境負荷をかけない持続可能な園運営に向け、再エネ、省エネの導入

可能性を調査し、園内の二酸化炭素排出量を算定しました。また、ガソリン車の園内シャトルバス

が走行する区間でＥＶ自動運転バスによる実証運行を行ったところでございます。このほかにも、

マヌルネコ舎の増築及びコンセプト遊具の設置などの整備を行ったところでございます。 

 続きまして、議案第１号、令和８年度旭川市一般会計補正予算のうち、経済部所管分につきまし

て御説明申し上げます。 



- 3 - 

 令和８年度旭川市一般会計補正予算を御覧ください。 

 まず、歳出でございますが、２０ページを御覧ください。５款１項１目、旭川まちなかしごとプ

ラザ事業費１千６０１万円でございます。現在、フィール旭川の２階において運営しております旭

川まちなかしごとプラザについて、来年３月の契約期間終了をもって退去いたしまして、同じフィ

ール旭川７階にございましたウェルビーイング・コンソーシアム跡部分へ移転するための費用を補

正するものでございます。なお、移転時期につきましては、プラザを一体的に運営していただいて

おりますハローワーク等と調整を行いまして、来年３月上旬を予定しているところでございます。 

 続きまして、２３ページを御覧ください。７款１項１目の中小企業振興資金融資事業費１８０万

円でございます。小規模事業者経営改善資金、いわゆるマル経融資でございますが、この利用件数

が当初の想定を上回っていることから、補助対象期間内にマル経融資を利用する事業者が利子補給

を受けることができるよう、利子補給金を増額しようとするものでございます。 

 あわせて４ページの第４表になります、債務負担行為の補正の変更でございます。債務負担行為

補正の変更分のとおり、翌年度以降の利子補給金として、債務負担行為の限度額を１千２０万円か

ら１千２００万円に変更しようとするものでございます。 

 最後になりますが、議案に関係ございませんが、経済部の事業の関係で御報告とお礼を申し上げ

たいと思います。 

 昨日まで行われておりましたベトナムフェスティバル２０２６ｉｎ北海道旭川につきましては、

初めて札幌以外で開催するということになりましたけれども、おかげさまをもちまして無事昨日終

了することができました。このイベント期間中、歓迎レセプション、それから開会式、あるいはフ

ォーラム等につきまして、議員の皆様にも参加をいただきまして、感謝申し上げたいと思います。

おかげさまで無事終了することができましたので、御報告とお礼に代えさせていただきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

○菅原観光スポーツ・シティプロモーション部長 認定第１号の令和７年度一般会計決算のうち、

観光スポーツ・シティプロモーション部所管分につきまして御説明を申し上げます。 

 初めに、資料はございませんが、部全体の決算について申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、予算現額９億３千１８７万２千円に対しまして、収入済額は８億２

千３８５万４４９円で、収入率は８８．４％となっており、主な収入減の理由といたしましては、

国庫支出金が当初の見込みを下回ったことによるものであります。 

 また、歳出につきましては、令和６年度からの繰越明許費を含む予算現額１７億３千６９２万５

千１７２円に対しまして、支出済額は１６億１千３９０万２千２３２円となっております。また、

令和８年度への繰越額は８７１万２千円であり、こちらは観光受入体制充実費で、令和８年度に一

部事業を繰り越すものでございます。この繰越明許費を除いた不用額は１億１千４３１万９４０円

で、執行率は９３．４％となっており、主な不用額の理由といたしましては、宿泊税導入準備費に

おいて、旭川市宿泊税システム整備費補助金が見込みを下回ったこと等によるものであります。 

 部所管の事業につきましては、経常費が６事業、臨時事業費が２８事業の、合わせて３４事業を

執行しておりますが、その主な事業につきまして、令和７年度主要施策の成果報告書に基づき御説

明申し上げます。 

 初めに、主要施策の成果報告書の４２ページを御覧ください。通年生涯スポーツ振興費８１３万
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円につきましては、けんスポ！事業など、市民が主体的にスポーツ、レクリエーション活動に取り

組む機会の提供と環境づくりを推進し、年間を通して市民のライフスタイルに合ったスポーツ振興

事業を実施したものであります。 

 次のページ、４３ページを御覧ください。スポーツ大会等誘致推進費５５８万７千円につきまし

ては、スポーツ競技人口の増加や次世代育成のため、地元競技団体等と共同でスポーツ合宿誘致活

動に取り組み、合宿受入れやスポーツ観光のＰＲを実施したものであります。 

 次に、４６ページを御覧ください。観光プロモーション推進費１千２２３万４千円につきまして

は、観光入込客数及び観光客宿泊数の増加を図るため、他の自治体とも連携しながら、本市の知名

度の向上及びイメージアップに資する観光客誘致活動を実施したものであります。 

 次のページです。４７ページ、大雪カムイミンタラＤＭＯ推進費８千４１１万７千円につきまし

ては、滞在型、通年型観光の促進に向けたマウンテンシティリゾートの形成を推進するため、スキ

ー場を核とした冬季観光促進事業や、マーケティング調査等を行うＤＭＯの活動を支援したもので

あります。 

 次に、４８ページになります。醸造文化活用産業観光振興事業費４４７万７千円につきましては、

本市に所在する醸造、発酵に携わる事業者と一体となり、その伝統技術や歴史文化を活用した産業

観光を推進することで、アドベンチャートラベルの異文化体験を志向する欧米豪のインバウンドを

中心とした誘客促進につなげることを図ったものであります。 

 次のページ、４９ページになります。旭川市・哈爾浜市友好都市提携３０周年記念事業費９０万

円につきましては、中国ハルビン市との友好都市提携３０周年記念行事を実施することで、相互理

解や幅広い分野での交流を推進し、友好親善のさらなる推進を図ったものであります。 

 次のページ、５０ページになります。国内都市交流費６７３万９千円につきましては、南さつま

市との姉妹都市提携１０周年をはじめとした事業を実施することで、地域の特色を生かした総合交

流や魅力発信をし、地域の活性化につなげようとしたものであります。 

 次にページ飛びまして、６０ページになります。学校施設スポーツ開放事業費６千１２７万７千

円につきましては、体育施設などの学校施設を開放することで、地域住民が生涯スポーツに親しみ、

健康と体力の維持増進を図ったものであります。 

 次に資料が変わりまして、決算事項別明細書に基づき御説明を申し上げたいというふうに思いま

す。 

 決算事項別明細書の１２５ページを御覧ください。下から１１段目、東光スポーツ公園整備費３

千８０万円につきましては、平時はスポーツレクリエーションが行える新たなスポーツの拠点とし

て、また災害発生時には地域防災拠点及び広域避難所として、東光スポーツ公園の整備を行ったも

のであります。 

 次にページ飛びまして、１４１ページを御覧ください。下から９段目、花咲スポーツ公園再整備

費３千５８２万４千５１６円につきましては、花咲スポーツ公園について、老朽化の進行及びスポ

ーツを取り巻く状況の変化や多様化するニーズに対応するため、総合体育館の建て替えをはじめと

する公園の再整備を行ったものであります。 

 以上が、一般会計決算のうち観光スポーツ・シティプロモーション部所管の決算概要であります。 

 続きまして、議案第１号の令和８年度旭川市一般会計補正予算のうち、観光スポーツ・シティプ
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ロモーション部所管分につきまして、御説明を申し上げます。 

 補正予算書の２３ページを御覧ください。一般会計歳入歳出補正予算事項別明細書のうち、７款

１項４目観光費の冬季観光滞在促進費１千５００万円であります。これはクラウドファンディング

や企業版ふるさと納税でいただいた寄附金を財源に、第６８回旭川冬まつりの夜間コンテンツの充

実を図るため、補正をしようとするものであります。なお財源は全額基金繰入金となっております。 

 続きましてその下、７款１項４目観光費の宿泊施設受入環境整備補助金１億４千８１１万８千円

であります。これは令和８年度から始まった宿泊税を財源に実施するもので、市内に宿泊施設を有

する事業者等が実施する、宿泊者の利便性向上や安全確保策の強化といった受入れ環境を整備する

取組へ支援を実施するため、補正しようとするものであります。なお、この補助事業は、現在北海

道の宿泊税収で実施されている観光地づくり加速化補助金との併用も可能とすることで、本市にお

ける受入れ環境整備の促進を図るものであります。なお、財源は全額基金繰入金となっております。 

 続きまして、補正予算書の２５ページを御覧ください。８款５項３目緑地公園費の東光スポーツ

公園整備費３６０万８千円であります。これは、今年度実施しております複合体育施設の設計業務

について、一部仕様変更が生じ、増額となるため補正しようとするものであります。財源は市債が

２７０万円、一般財源が９０万８千円となっております。また、仕様変更に合わせまして、今年度

中に業務が完了しない見込みとなるため、補正予算書の４ページになりますが、あわせて繰越明許

費を設定するものでございます。 

 以上が、観光スポーツ・シティプロモーション部所管の補正予算でございます。よろしくお願い

いたします。 

○林農政部長 認定第１号、令和７年度旭川市一般会計決算のうち、農政部所管分について御説明

いたします。 

 最初に資料はございませんが、農政部全体の決算について申し上げます。 

 歳入では、予算現額１７億５千６６１万８千円に対しまして、収入済額は１３億８千２４８万８

千９７２円となり、収入率は７８．７％となっております。 

 次に歳出ですが、６款農林水産業費と１１款災害復旧費を合わせまして、予算現額２２億７千２

８４万６千円に対し、支出済額は１９億７４７万７千６９８円となり、執行率は８３．９％、翌年

度繰越額は９千３４６万３千円となっております。 

 続きまして、主な事業について御説明申し上げます。令和７年度主要施策の成果報告書を御覧く

ださい。 

 最初に、３１ページになります。農産物等流通拡大支援費２千万１千円です。農産物の付加価値

向上や流通拡大を図るため、農業者による農畜産物を使用した新商品開発の支援をはじめ、旭川食

の応援隊などの活動や、全国４７都道府県の子ども食堂等への旭川産米の配付による社会貢献を通

じたＰＲを実施いたしました。 

 次に３２ページ、高付加価値農産物流通拡大事業費３千４５万５千円です。有機農業における生

産拡大や流通拡大を図るため、機械等導入支援や、学校給食での有機米提供をはじめとする市内外

での有機農産物ＰＲ事業を実施いたしました。 

 続いて３３ページ、スマート農業・省力化技術導入支援費２千５８６万２千円です。担い手の減

少や高齢化等による労働力不足が深刻化している中、農業経営の維持、生産の拡大につなげるため、
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作業の省力化及び効率化を図るＧＰＳガイダンス・自動操舵システム３６台の導入を支援いたしま

した。 

 続いて３４ページ、省力化資材導入支援費６６４万３千円です。農業者の労働力不足、高騰する

資材価格への対策として、シルバーシート２６４枚、生分解性マルチ８８枚の導入を支援すること

で、農作業の省力化と効率化を進め、農業者の労働負担や経営負担の軽減を図ったところでありま

す。 

 続きまして、決算事項別明細書にて主な事業について説明をいたします。 

 まず最初に、１１３ページです。６款１項２目農業振興費の３番目、新規就農確保・育成対策費

５７９万２千６００円では、担い手の減少が続く中、地域を牽引する競争力の高い経営体を育成す

るため、就農相談や指導農家とのマッチングによる受入れ体制の整備から、経営開始に必要な初期

投資、就農後の経営安定に向けた支援に加え、さらなる規模拡大などの経営発展に向けた支援まで、

新規就農者の各段階に応じた取組を実施いたしました。 

 次に、１１５ページです。６款２項１目林業振興費の下から４番目、林業担い手確保・育成支援

費１千１７万１千５０５円です。林業事業者の体制強化を図り、効率的な森林整備を促進するとと

もに、林業の担い手を確保育成するため、森林環境譲与税を活用し、林業機械や個人装備品等の導

入支援を実施したほか、北海道立北の森づくり専門学院のＰＲ支援等を行いました。 

 以上が、農政部所管事業の決算概要でございます。 

 続きまして、議案第１号、令和８年度旭川市一般会計補正予算のうち、農政部所管分の主な事業

について説明をいたします。 

 補正予算書２１ページになります。初めに、６款１項２目農業振興費、経営体育成支援費５４９

万円です。令和５年度に本事業において農業用機械を導入した助成対象者が、市長の承認を受けず

に当該機械を処分したため、当該助成対象者に対して補助金の返還を命令し、本市から北海道を経

由して国に返還するものでございます。 

 次に、６款１項３目農産園芸振興費、畑作物安定生産対策費１１９万１千円です。畑作物の需要

に応じた供給体制の構築に向けて、豆類の安定生産を図るため、小豆の新品種導入を支援するもの

です。なお、財源につきましては、全額道支出金を充当いたします。 

 続いて２２ページ、６款２項１目林業振興費、２１世紀の森施設整備費３７７万３千円です。本

事業は、本年４月から故障しておりました旭川市２１世紀の森施設内の森の湯に、新たな揚湯ポン

プを設置しようとするものであります。財源については、旭川市２１世紀の森施設基金を充当いた

します。 

 以上、農政部所管分についての説明となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○岡田建築部長 認定第１号、令和７年度旭川市一般会計決算の認定のうち、建築部が所管する主

な事業につきまして、決算事項別明細書で御説明いたします。 

 初めに、１２０、１２１ページを御覧ください。８款１項２目建築総務費でございます。市有施

設展定期点検費は、執行額が５２５万２千１７９円で、これは、延べ床面積が１千５００平米以上

または階数が３階以上の建築規模の大きい市有施設のうち、学校、市営住宅などを除く１５施設に

つきまして、建築物及び建築設備の定期点検業務等を実施したものでございます。住宅改修促進費

は、執行額１千８２２万７０８円で、既存住宅の省エネルギー化や適切な維持に係る改修の費用の
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一部を、また、地域材活用住宅建設促進費は、執行額７千５７２万６千５４６円で、地域材を使用

した省エネルギー性能が高い住宅の建築取得に係る費用の一部を、住宅雪対策費は、執行額１千７

８８万７千８５４円で、住宅の融雪施設の設置に係る工事費の一部を、それぞれ補助したものでご

ざいます。 

 次に、３目建築指導費でございます。空家等総合対策費は、執行額４７３万５千２６６円で、不

良空き家住宅等３件に対し、除却費の一部を補助したほか、所有者がいない空き家の相続財産清算

人の選任申立てや、倒壊により飛散のおそれがある建物部材の除去などの緊急安全措置を行いまし

た。 

 次に、１２４、１２５ページを御覧ください。５項１目都市計画総務費です。屋外広告物対策費

は、執行額３１４万６７円で、広告物の掲出の許可に関する業務や屋外広告物講習会などを実施し

たものです。 

 次に、１２６、１２７ページを御覧ください。６項１目住宅管理費です。市営住宅管理費は、執

行額３億３千９４７万４千７９３円で、市営住宅の修繕受付や入居者募集業務のほか、機械警備、

エレベーターの保守点検など、市営住宅の管理に係る業務委託などを実施したものでございます。 

 次に、２目市営住宅建設改修費です。市営住宅整備費は、執行額８億９千２１４万２千９５円で、

第２豊岡団地の新３号棟の建設工事や、東豊団地の解体工事などを実施したものです。市営住宅改

修費は、執行額２億８千１７８万２千９１４円で、忠和団地の内部改修工事など計画的な大規模改

修を行いました。 

 建築部所管事業の決算の内容につきましては、以上でございます。 

○高橋土木部長 認定第１号、令和７年度旭川市一般会計決算のうち、土木部所管分につきまして

御説明申し上げます。 

 旭川市各会計歳入歳出決算事項別明細書の１２０、１２１ページを御覧ください。８款土木費に

ついてでございますが、全体事業費の支出済額１５５億１７２万６千５２７円のうち、土木部所管

分につきましては、１５５億８千１６１万９９９円に対しまして、支出済額１２７億９千４５２万

２千８７４円、翌年度繰越額１７億６千３９６万１千円、不用額１０億２千３１２万７千１２５円

で、執行率は８２．１％となっております。 

 それでは項目別に、順次御説明申し上げます。 

 ８款１項１目土木総務費でございます。支出済額４０９万３千５４２円につきましては、土木部

全般に関わる庶務的経費に要したものでございます。 

 続きまして、８款２項１目道路橋りょう総務費でございます。支出済額１億５千７８１万３千４

１２円につきましては、町内会等における街路灯の設置費や電気料金の一部を助成したほか、買物

公園の自転車対策や、道路法に基づく台帳の整備、さらには登記簿と現地の整合を図る地籍調査な

どに要したものでございます。また、繰越明許費の２千６８５万２千円につきましては、地籍調査

費を令和８年度に繰り越したものでございます。 

 続きまして、１２２、１２３ページを御覧ください。８款２項２目道路橋りょう維持費でござい

ます。支出済額５２億９８３万３千２８８円につきましては、除排雪や道路の維持管理経費のほか、

街路灯やロードヒーティングの光熱水費などに要したものでございます。不用額２億９千８６０万

２千９１２円につきましては、主に冬期間暖気が繰り返し入り、平均気温が平年を上回ったことで、
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積雪深が抑えられ、雪解けが早かったことが要因でございます。 

 続きまして、８款２項３目道路橋りょう新設改良費でございます。支出済額５２億８千２４０万

１千８５２円につきましては、都市基盤整備を促進するため、幹線道路をはじめ、生活道路や側溝

の整備など、道路の新設改良事業のほか、雪対策事業、道路照明のＬＥＤ化事業等に要したもので

ございます。また、繰越明許費の１３億４千６６７万円につきましては、道路橋りょう整備費を令

和８年度に繰り越したもので、不用額６億１３９万１千９４８円につきましては、国の交付金等の

交付決定額の減、いわゆる補助落ちや入札差金によるものとなっております。 

 続きまして、８款３項１目河川整備費でございます。支出済額１億１千１９４万８千３５円につ

きましては、浸水被害の防止等を図るため、市が管理する河川の整備に要したものでございます。 

 続きまして、１２４、１２５ページを御覧ください。８款５項２目街路事業費でございます。支

出済額１億３千８６２万６千８１７円につきましては、都市計画道路大雪通の整備や、永山東光線

の整備に係る実施設計等に要したものでございます。 

 また、繰越明許費の３億３千９００万円につきましては、都市計画道路整備費を令和８年度に繰

り越したものでございます。 

 最後に、８款５項３目緑地公園費でございます。支出済額１９億２千６０万５千９２８円のうち、

土木部所管分１８億８千９８０万５千９２８円につきましては、北彩都ガーデンをはじめ、各種公

園の整備や維持管理及び緑化事業などに要したものでございます。 

 繰越明許費の５千１４３万９千円につきましては、都市計画公園整備費を令和８年度に繰り越し

たもので、不用額９千１６８万２千７１円につきましては、主に補助落ちや入札差金によるものと

なっております。 

 以上、土木部所管の決算の概要でございます。 

 続きまして議案第１号、令和８年度一般会計補正予算のうち、土木部所管分につきまして御説明

申し上げます。 

 旭川市一般会計補正予算の２４ページを御覧ください。８款２項３目道路橋りょう新設改良費の

道路側溝整備費でございますが、本年の融雪期の凍上により早急に対応が必要な生活道路の改良工

事を行うため、５億円を補正しようとするものでございます。 

 次にページを戻っていただきまして、４ページの第４表、債務負担行為補正でございますが、総

合除雪維持業務委託料につきましては、除雪業者の安定確保を図るため、冬の総合除雪業務に加え、

春の雪堆積場解体業務の一部や草刈り業務などの一体化をするもので、令和８年１１月から令和９

年１０月までの業務委託に係る契約のうち、令和９年度分の５億６千５３１万２千円を債務負担行

為として設定しようとするものでございます。 

 次にその下、雪堆積場借上料につきましては、令和８年１２月から令和９年６月まで、雪堆積場

として神居町忠和の土地を借り上げるため、借り上げ期間のうち、令和９年度分の９万円を債務負

担行為として設定しようとするものでございます。 

 最後に、５ページの第５表、地方債補正でございますが、上から２番目の道路橋りょう整備事業

につきましては、今回の補正予算において財源として起債を充当したことに伴い、限度額を変更し

ようとするものでございます。 

 以上、土木部所管の補正予算の概要でございます。 
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 続きまして、報告第４号、専決処分の報告につきまして御説明申し上げます。 

 本件は、令和７年９月２５日、市内７条通１４丁目におきまして、市道を走行していた相手方車

両が倒木している街路樹に気づかずに側方を通行した際に、車両の一部を破損する事故が発生した

ことに伴い、本市に対して車両の修理費用等について、損害賠償請求の提起があったものでござい

ます。 

 このたび、旭川地方裁判所から和解案の提示があり、本市が和解金として１７万円を原告に支払

うことなどについて、原告、本市との間において合意が得られたことから、７月３０日に専決処分

をさせていただいたものでございます。 

 以上、地方自治法第１７９条第３項の規定により御報告を申し上げます。 

 続きまして、報告第６号、専決処分の報告につきまして御説明申し上げます。 

 本件につきましては３件ございますが、いずれも道路管理の瑕疵による事故に関するものとなっ

ております。 

 整理番号１につきましては、本年４月１１日、市内大雪通２丁目におきまして、市道を走行して

いた相手方車両が雑木の側方を通過した際に、車道に突出した枝に接触し、車両の一部を破損した

もので、その損害賠償の額を１万１千円と定め、８月２５日に専決処分をさせていただいたもので

ございます。 

 整理番号２につきましては、本年４月２８日、市内宮下通１２丁目におきまして、市道を走行し

ていた相手方車両が平板ブロック舗装の破損箇所を通過した際に、ブロックが跳ね上がり、車両の

一部を破損したもので、その損害賠償の額を１２万９１２円と定め、８月２５日に専決処分をさせ

ていただいたものでございます。 

 整理番号３につきましては、本年５月２３日、市内永山北４条６丁目におきまして、市道を走行

していた相手方車両に雑木の折れた枝が落下し、車両の一部を破損したもので、その損害賠償の額

を１２万７千７１０円と定め、８月２５日に専決処分させていただいたものでございます。 

 以上、地方自治法１８０条第２項の規定により御報告を申し上げます。よろしくお願いいたしま

す。 

○澤渡上下水道部長 令和８年度第３回定例会提出議案のうち、水道事業会計及び下水道事業会計

の決算の認定について御説明いたします。 

 まずは、令和７年度水道事業会計・下水道事業会計決算の概要をお開きください。 

 初めに、認定第９号、令和７年度旭川市水道事業会計決算の認定についてでございます。１ペー

ジ目を御覧ください。 

 令和７年度の業務実績としましては、資料の左上（１）（２）のとおり、給水戸数が１７万６７

２戸、年間総給水量が３千２８６万５千２７７立方メートルとなっております。 

 まず、表の半分より上側の収益的収支につきまして、１行目の水道事業収益では、決算額６７億

２千３８３万６千８２９円となり、予算額に対し１億４千９１６万１７１円の減となっております。

これは右端の説明欄に記載がありますように、主に給水収益や消費税及び地方消費税還付金の減に

よるものでございます。 

 水道事業費用では、決算額６１億２千８１４万１千８５５円、不用額１億９千８８７万５千９８

２円となっておりますが、これは主に取水費、浄水費及び配水費の減によるものでございます。 
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 次に、表の半分より下側の資本的収支につきまして、資本的収入では、決算額３２億７千７６９

万３千９５１円となり、予算額に対し１４億９千３１９万３千４９円の減となっておりますが、こ

れは主に企業債及び国庫補助金の減によるもので、その一部は、令和８年度に繰り越した建設改良

費の財源となるものでございます。 

 資本的支出では、決算額６８億９千１６１万２千３６８円となり、不用額は５億６千５１万９千

７９５円となっておりますが、これは主に建設改良費のうち、配水管に係る工事請負費や、浄水施

設に係る委託料が減となったことなどによるものでございます。これにより、資料一番下の資金収

支に記載しておりますとおり、当年度純利益は２億２千４６２万７千１３円、資本的収支は３６億

１千３９１万８千４１７円不足しますが、減価償却費などの内部留保資金で補塡し、当年度末資金

残高は１１億５千６１０万３千４８２円となります。なお、令和６年度末資金残高の１２億３千７

１６万９千６５６円と比較しますと、約８千１００万円の減となっております。 

 次に、認定第１０号、令和７年度旭川市下水道事業会計決算の認定についてでございます。２ペ

ージ目を御覧ください。 

 令和７年度の業務実績としましては、資料左上（１）（２）のとおり、排水戸数が１６万５千４

７０戸、年間処理水量が４千９４７万６４０立方メートルとなっております。 

 まず、表の半分より上側の収益的収支につきまして、下水道事業収益では、決算額９３億８千１

３１万４千１７２円となり、予算額に対し９千１０３万８千８２８円の減となっております。これ

は主に負担金の減によるものでございます。 

 下水道事業費用では、決算額８９億８千３７万５千９７２円、不用額３億３千５４万５千２８円

となっておりますが、これは主に管渠費や処理場費の減によるものでございます。 

 次に、表の半分より下側の資本的収支につきまして、資本的収入では、決算額３５億９千３３万

９千２８１円となり、予算額に対し３３億１千７６７万８千７１９円の減となっておりますが、こ

れは主に企業債、国庫補助金及び他町負担金の減によるもので、これらの一部は令和８年度に繰り

越した建設改良費の財源となるものでございます。 

 資本的支出では、決算額６１億７千２７８万９千３４２円となり、不用額は１７億７千１１５万

８千６５８円となっております。これは主に建設改良費のうち、処理場施設に係る工事請負費や委

託料が減となったことなどによるものでございます。これにより、資料一番下の資金収支に記載し

ておりますとおり、当年度純利益は２億４千６３６万７千７１４円、資本的収支は２５億８千３３

５万９千１５２円不足しますが、減価償却費などの内部留保資金で補塡し、当年度末資金残高は８

億２千４３８万９４１円となります。 

 なお、令和６年度末資金残高の５億２千１０７万９千９４１円と比較しますと、約３億円、３億

３００万円の増となっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○江川委員長 ただいまの説明につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○江川委員長 なければ、本日のところは説明を受けたということにとどめておきたいと思います。 

 議案の説明に関わり出席している理事者につきましては、退席していただいて結構です。 

 次に、２、報告事項についてを議題といたします。 
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 まず、令和８年第３回定例会提出議案に関わる事項であります、第２豊岡団地建替（３）新築工

事に係る変更契約の締結について、カムイスキーリンクス第５リフト整備電気設備工事に係る変更

契約の締結についての以上２件につきまして、理事者から報告願います。 

○岡田建築部長 報告第３号、専決処分の報告につきまして、総務常任委員会所管の案件ではござ

いますけれども、本委員会に関わりがございますので、その概要を御説明いたします。 

 本件は、令和６年６月２４日に議決をいただき契約を締結した第２豊岡団地建替（３）新築工事

につきまして、賃金等の変動に伴うインフレスライド条項の適用により、契約金額を４千６２１万

３４０円増額し、１２億７千７９０万４８９円に変更するものでありますが、竣工日が本年９月１

１日であることから緊急を要するため、地方自治法第１７９条第１項の規定により、本年８月２５

日に専決処分させていただいたものでございます。 

 以上、地方自治法第１７９条第３項の規定により御報告申し上げます。 

○菅原観光スポーツ・シティプロモーション部長 報告第７号、専決処分の報告のうち、整理番号

２、カムイスキーリンクス第５リフト整備電気設備工事につきましては、総務部所管の案件ではご

ざいますが、観光スポーツ・シティプロモーション部に関わりがございますので、御説明をいたし

ます。 

 本件のカムイスキーリンクス第５リフト整備電気設備工事は、令和７年６月２６日に議決をいた

だき契約を締結したものでございますが、インフレスライド条項の適用に伴い、契約金額１億７千

２２６万円を、２９０万８千４００円増の１億７千５１６万８千４００円に変更するもので、令和

８年７月３１日に専決処分をさせていただいたものでございます。 

 以上、地方自治法第１８０条第２項の規定により御報告申し上げるものでございます。よろしく

お願いいたします。 

○江川委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○江川委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構です。 

 次に、提出議案以外の事項であります、旭川市嵐山レクリエーション施設の魅力向上に向けたサ

ウンディング型市場調査の結果について、理事者から報告願います。 

○菅原観光スポーツ・シティプロモーション部長 旭川市嵐山レクリエーション施設の魅力向上に

向けたサウンディング型市場調査の結果について、御報告を申し上げます。 

 本調査は、パークゴルフ需要の縮小に伴いまして、施設の利用者数が減少傾向にある旭川市嵐山

レクリエーション施設において、民間事業者との対話を通じ、様々な視点から施設の現状や課題を

把握するとともに、今後の施設活用や管理運営の在り方を検討するための情報を収集することを目

的として実施したものであり、その結果の概要について御報告をいたします。 

 資料の旭川市嵐山レクリエーション施設の魅力向上に向けたサウンディング型市場調査結果の概

要を御覧ください。 

 本調査では、３月３日から、本市ホームページや全国自治体のサウンディング調査情報を公開し

ている日本ＰＦＩ・ＰＰＰ協会のホームページ等で公表関連資料を配付したところであり、その結

果、現地見学会や説明会、サウンディング調査に参加する事業者が１者ございました。 
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 ７月２７日に実施した事業者との対話によりまして、施設の現状では、都市近郊型アウトドア拠

点としてのポテンシャルを評価された一方で、現在の利用形態や利用期間では収益性に課題がある

こと、また、市民サービスの向上に向けた取組では、多様なニーズに対応したハード、ソフト両面

での機能拡充が必要との結果でありました。また、最適な運営方法については、現在の施設整備や

利用形態ではコンセッション方式の独立採算制の管理運営は困難であるとのことであり、事業者の

参画意欲はなしとの回答を得たところであります。 

 サウンディング結果を踏まえた今後の方針でありますが、当面は現行の指定管理者制度を基本と

しながら、新たな施設の活用を検討するなど、魅力向上と利用促進を図るとともに、本施設の将来

的な在り方について引き続き検討を進めてまいります。 

 報告は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○江川委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○江川委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構です。 

 次に、農作物の生育状況について、理事者から報告願います。 

○林農政部長 本年度の農作物の生育状況について、御報告いたします。 

 初めに、これまでの気象概況でありますけれども、今年の雪解けは３月２９日と平年より９日早

く、５月以降、気温は高め、日照時間は平年並みとなっております。６月から７月にかけて局地的

な大雨による農業被害が発生しましたが、全般的には農作物の栽培に適した恵まれた気象となって

おります。 

 生育状況ですけれども、まず、本市の基幹作物である水稲につきましては、６月上旬から分けつ

が進み、７月中旬には平年よりやや早く出穂が始まりました。圃数は平年並みで、生育は平年より

やや早く進んでおり、今年は稲の生育に重要である出穂後の気温が適度に推移したことから、玄米

が実らない不稔や米粒にひびが入る胴割れの心配が少ないとのことで、今後の収量に期待している

ところであります。 

 次に畑作物についてですけれども、既に収穫作業が終了している秋まき小麦については、粒張り

がよく、品質はやや良で、収量も平年より多い状況でありました。豆類やバレイショ、てん菜につ

いても、生育は順調で平年並みの収量が見込まれております。また、その他の野菜に関しまして、

ホウレンソウやコマツナなどに収量の減少が見受けられるものの、トマト、キュウリ、シシトウな

どにつきましては、平年並みの収量となっていると伺っております。 

 最後に果樹についてですが、サクランボにつきましては既に収穫を終えており、品種によってば

らつきがあるものの、おおむね平年並みでありました。今年は昼夜の寒暖差があったため、糖度が

高く品質はよかったとのことでございます。またリンゴにつきましては、生育が早く、果実は平年

よりも大きいとのことですけれども、品種によっては着果量がやや少なく、収量は平年並みまたは

やや少なくなる見込みでございます。 

 今年は全般的に好天が続いていることから、農作物の生育が全体的に早まっており、収量や品質

についても平年並みと見込まれているところでありますけれども、引き続き、天候に恵まれ、今後

の収穫作業が順調に進むことを期待しております。 
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 以上となります。 

○江川委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○江川委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構です。 

 次に、雪対策の取組について、理事者から報告願います。 

○時田土木部雪対策監 令和８年度の雪対策の取組について、御報告申し上げます。 

 雪対策の取組につきましては、本年６月１１日の本常任委員会において、除排雪の課題に対して

取り組んできた業務体制の見直し、路面管理対策の取組結果や今後の方向性について御報告させて

いただきました。その後、除雪連絡協議会や雪対策審議会に御意見を伺うとともに、旭川除排雪ネ

ットワーク協議会と意見交換を行いながら、取りまとめました。 

 本年度予定しております、主な取組について御報告申し上げます。 

 資料の１、除排雪事業の業務体制を御覧ください。 

 （１）除雪センター機能の集約と充実についてでございます。担い手不足等への課題に対応した

合理的な業務体制の構築に向けまして、昨年度実施しました４地区４除雪センターの体制を今年度

も継続しまして、スケールメリットによる運営体制の効率化を図り、管理機能や改善要望窓口の集

約、速やかな応援体制の確保など、除雪センター集約の本格運用に向けた検証を進めてまいります。 

 次に、（２）除雪ＤＸの推進についてです。積雪センサーなどのＩｏＴ機器を除雪路線に設置し

運用しております積雪状況監視・通報システムについて、本年度は、市街地の定点観測地に機器を

増設しまして、合計１４か所で運用し、業務の効率化に取り組んでまいります。 

 次に、（３）除排雪作業における安全性向上の強化についてです。本年度は、市所有の除排雪企

業に貸与する除雪グレーダー１３台に、車両後方にいる人を検知する人感センサーを設置し、作業

の安全性を向上させます。また、昨年度に引き続きまして、交通誘導警備員の配置強化や、作業範

囲の明確化による現場管理の強化を継続してまいります。 

 続きまして、２、路面管理対策についてでございます。 

 （１）極端な気象状況に対する路面管理対策でありますが、昨年度の取組につきましては、各種

会議において、ざくざく路面対策として効果があったとの御意見が多かった一方で、対策により生

じる雪の置き方や幅員の狭小化といった課題への理解向上を図ることが重要との御意見もいただい

たところであります。こうした意見を踏まえまして、様々な気象状況下における予防的対応や、計

画的対応の取組を継続しながら、情報発信の強化を積極的に進めるとともに、引き続き、生活道路

の排雪強化にも取り組んでまいります。 

 なお、ただいま御説明いたしました取組につきましては、今後開催いたします地区除雪連絡協議

会において説明し、御理解をいただき、進めてまいります。 

 次に、市民アンケートの結果についてです。 

 本年度は、例年実施しております前年度の除排雪事業の評価の把握などを目的とした除排雪に関

するアンケートに加え、次期基本計画の策定に向け、雪対策の課題への対応などに関する市民意見

を伺うため、雪対策に関するアンケートについても実施いたしました。両調査とも、実施期間は６

月１７日から７月１７日までの期間に御回答いただき、回答数は合計で４千３６０件となっており
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ます。 

 除排雪の状況に関する主な結果としましては、幹線道路の除雪についてはどう思うかにつきまし

ては、よい、おおむねよいが５７％、生活道路の除雪については３５％、交差点の見通しについて

は１９％、除雪状況を総合的に見てどう思うかにつきましては、満足している、大体満足している

が２５％となり、昨年度と比べ評価は上昇しております。 

 例年実施しております、除排雪に関する市民アンケートにつきましては、今後も継続的に実施し、

除排雪事業における市民の満足度を把握しながら、雪対策の取組を推進する上での参考にしてまい

りたいと考えております。 

 また、次期基本計画策定に向け実施いたしました、雪対策に関する市民アンケートにつきまして

は、現在取りまとめ作業中ではありますが、調査結果を踏まえまして、将来を見据えた雪対策の在

り方などについて、雪対策審議会で審議し、今年度中に次期基本計画の骨子案を取りまとめてまい

りたいと考えております。 

 以上、御報告を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○江川委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○江川委員長 なければ、以上で予定していた議事は全て終了いたしました。 

 その他、委員の皆様から御発言ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○江川委員長 それでは本日の委員会は、これをもって散会いたします。 

────────────────────────────────────────────────────── 

散会 午前１１時０１分 

 

 


